
(様式）

学校名 三木市立別所認定こども園

1　 学校教育目標 ４　自己評価方法の適切さについての学校関係者評価

２　本年度の重点目標

（１）身近な自然の動植物や小虫に触れる機会を多くもち、直接体験・感動体験を通して、豊かな感性を育てる。

（２）家庭や地域の方にこども園の教育・保育内容を様々な方法で工夫して伝える。

（３）新型コロナウイルス感染症対策を引き続き行いながら、安心した生活が定着するようにする。

３　自己評価結果（達成状況）【　Ａ：達成している　　Ｂ：概ね達成している　　Ｃ：あまり達成していない　　Ｄ：達成していない　】 ５　評価の観点ごとの学校関係者評価

評価の観点 評価項目（取組内容） 取組(達成）の状況 評価 学校自己評価結果及び改善の方策の適切さについての評価

教育課程・指導

・幼保連携型認定こども園教育要領に応じた指
導方法の工夫をする。
・幼児期に育てたい１０の姿を意識した教育・
保育を計画、実践する。アプローチカリキュラ
ムを作成するなど、こども園で育ちつつある姿
を小学校に伝える。
・一人ひとりの子どもの内面理解や発達段階を
踏まえた指導内容の工夫をする。　等

・多面的に子どもを捉えられるよう教職員間で話し合い、個人支援案を
作成し、発達に即した支援の方向性を共通理解した。
・子どもたちが安心して園生活を過ごせるよう、一人ひとりの乳幼児理
解に努めた。
・講師を招いたりオンラインを活用したりして、研修会を開催し、教職
員の保育の質の向上に努めた。
・ドキュメンテーションを通して、教師の子どもに対する内面理解と育
ちの足跡を読み取る力を高める研修を行った。
・小学校と、子ども園で育ちつつある姿を共有していけるよう心がけ
た。
・年度当初に、発達段階に応じた戸外遊びを展開できるよう、教職員間
で共通理解できる話し合いの場を持った。

A

・評価Aは妥当である。子どもの「個人支援案」を継続
して作成して、一人ひとりの発達段階に応じた支援を
行っていることは、評価できる。素晴らしい取組がされ
ており、一人ひとりの理解に努め、目の前の子どもに向
き合いながら指導力を高めていけるように適切な方策が
続けられている。コロナ禍でも園での過ごし方、行事な
ど、何も不足だと感じなかった。お祭りや焼き芋、ハロ
ウィンなど、とても充実していた。

道徳・人権教育

・様々な経験や体験を通して道徳性や規範意識
の芽生えの育成をする。
・身近な自然や動植物に親しみ、命を大切にす
る心の育成を行う。（一鉢栽培の実施など）
・絵本の読み聞かせの実施及び絵本貸し出しの
実施　　等

・日々の遊びの中で起きた出来事をもとに、感じたことを友だち
と互いに思い合える時間を持ち、道徳性や規範意識の芽生えを育
てていった。
・今会えない子どもたちのことを教職員自身が常に思うことで、
子どもたちが直接的にかかわることはできない友だちのことを、
大切な仲間としていつも心に思い、生活することができた。
・一鉢栽培に引き続き取り組み、自分で大切に育てる喜びを味
わった。
・自然と触れ合う経験や、身近な小動物を飼育する中で、命の大
切さを感じることができた。
・読み聞かせの実施や絵本の貸し出しを行い、絵本を通して心を
豊かにすることができた。
・オンライン等を利用し、人権研修会に全職員が参加でき、教職
員一人ひとりが、自分自身の人権感覚を高めることができた。

A

・評価Aは妥当である。身近な小動物を飼育する体験や
「一鉢栽培」を通じて、子どもたちが命を大切にする心
の育成を行っており、またオンラインを利用して教職員
の人権研修を継続して行っていることは評価できる。素
晴らしい取組がされており、今後とも直接体験など、
様々な取組と共に自己研鑽に励まれることで、このまま
目標が達成されるものと思う。マスクができる年齢の子
どもの目しか見えない中での表情を読み取り、気持ちを
察するのは大変だったと感じるが、十分にされていた。
オンラインを使い全職員が研修に参加でき、良かった。
自然に触れること、植物に触れること、きれいなものを
きれいと感じる心も育ち良い体験ができた。

特別支援教育

・支援の必要な園児の情報共有を全職員で行
う。
・一人ひとりの教育的ニーズに応じた支援を綿
密に行う。
・家庭や専門機関との連携・参観指導（にじい
ろ、ゆらんこ、るーと、各病院　等）を行う。
等

・専門機関での助言をもとに、実態と発達課題について全職員で
共通理解を行った。
・三木特別支援学校の施設見学や特別支援教育の研修を行い、保
育実践に活かした。
・オンデマンド配信を利用することで、特別支援教員を含め全教
職員が研修を受講することができた。
・園内のバリアフリー化を見直し改善できた。
・こども園（看護師・調理師・教職員）と保護者、病院との細や
かな連携を積み、一人一人の教育的ニーズに丁寧に応じた。

A

・評価Aは妥当である。特別支援学校で見学・研修を実
施したり、専門機関の助言を受けながら、保育実践にい
かしていることは評価できる。きめ細やかな取組がされ
ており、今後とも一人ひとりの教育的ニーズに丁寧に応
じた支援が継続されていくものと思う。２階へのバリア
フリーがまだできていないので、苦労されているのでは
ないかと気になりました。

家庭・地域との連携

・信頼される園づくりに努める。
・家庭や地域の方々への情報発信の仕方を工夫
する。
・子どもの心の育ちや発達を伝える工夫を行
う。
・ホームページ、園だより、クラスだよりなど
の充実を行う。
・願いを込めたこども園の歌を園と保護者、か
えで会で力を合わせてつくる。　等

・日々のコミュニケーションや、おしゃべりタイム（個人懇談）の実施
など、保護者との信頼関係の構築に努めた。
・今年度より、毎日の給食の写真を掲示し、親子で食について会話がで
きるきっかけ作りができた。
・今年度より、ほけんだよりを作成し、保健衛生について保護者の意識
が高まるようにした。
・ホームページ、園だより、クラスだより、ホワイトボードの写真掲示
などを通して、こども園の様子や育ちを発信することができた。
・保護者や教職員から歌詞を募り、こども園の歌を作成中である。

B

・評価BではなくAが望ましい。地域のお住いの講師を招
き「きらきら書道」に取り組み、作品を公民館の「ロ
ビー展」で展示を行うことで、地域と連携を深めること
ができたことは評価できる。また、保護者や教職員から
歌詞を募り、「こども園の歌」を作成していることは評
価できる。コロナ禍で困難な中、保護者とのコミュニ
ケーションを始め、工夫した情報発信などで、信頼関係
を築かれている姿勢は評価できる。日々の様子を毎日の
おたより、クラスだよりで伝えてもらえ、給食の写真を
展示してもらえたのは、わかりやすかった。

健康・安全教育
防災教育・コロナ対
策

・避難訓練の実施を継続し、様々な時間、場所
などの変化をつけ、より実際に即した訓練とな
るようにする。
・新型コロナ感染症予防のために3密、ソー
シャルディスタンスなどの対策を行い、日常化
するようにする。　等

・地震・火災・洪水・不審者等、様々な災害を想定した避難訓練を実施
した。また、様々な時間帯に行うことで、担当クラスの枠を超えて全職
員で子どもたちを守る意識が高まり、より実際に即した訓練となった。
・感染者を特定するような言動や偏見、情報の拡散などのなきよう、家
庭に啓発し、教職員も徹底した。
・新型コロナウィルス感染症対策については、園生活すべての中で努力
し続けている。子どもたちにもマスクを付ける意識が定着している。
・行事の持ち方については、昨年度の経験を活かし、その時々の状況に
合わせて、開催の有無や内容、保護者の参加の仕方等について、臨機応
変に対応することができた。

B

・評価BではなくAが妥当である。様々な災害を想定した
避難訓練を実施し、また新型コロナウイルス感染対策に
努め、子どもたちにもマスクをつける意識が定着したこ
とは評価できる。コロナ禍で困難な中、様々な取組は職
員の高い意識の努力によって、毎日の安心した生活が定
着されていることは、大いに評価できる。駐車場の出入
り口にもアルコール消毒を置いたことで、消毒の徹底が
できた。マスクの定着も根気よくしていただけたおかげ
だ。

・コロナ禍の中、こども園としてできる限りの評価方法
を考え、たくさんの工夫と配慮がされ預ける側としても
安心して預けられた。
・自己評価方法は適切であるが、できればさらに簡略化
される方が良い。

・安全教育や新型コロナ感染症対策
に、これでよいということはない。今
後も引き続き、その時々の状況に合わ
せて工夫して対応していきたい。

令和3年度　学校評価　学校関係者評価書

・今後も引き続き、一人ひとりの乳幼
児理解に努め、全教職員間で共通理解
し、支援をしていく。
・乳幼児の主体性を伸ばす教育・保育
活動のあり方を今後も目指し、研修を
重ねる。

改善の方策

・今後も、日々の子どもたちの小さな
言動から内面理解できるように研鑽を
積む。
・自然に触れ、感動体験を大切にしな
がら、今後も一鉢栽培や身近な小動物
との触れ合いを通して、命の大切さを
感じさせていきたい。
・オンラインを利用することで、研修
の機会が増えた。今後も、自己研鑽に
励み、教職員の人権感覚を磨きたい。

・今後も関係諸機関との連携を深め、
研修を重ねながら、教職員のスキル
アップを図る。
・全教職員が研修を受講できるよう、
引き続きオンデマンド配信等を利用し
ていく。

・今後も、保護者の様々な心配事や悩
みに、丁寧に向き合い信頼関係を築い
ていく。
・地域との直接的な交流がしにくい状
況であったが、今後の地域との連携の
方法を工夫していきたい。
・こども園の歌の完成を目指し、引き
続き具体的に話し合いを進める。

（１）心も身体も元気な子　　　　（２）友達を大切にするやさしい子　　　　（３）よく聞き、よく考え自分の思いがはっきり言える子


